煙の なかに つかむ 

水槽の コンク リ— 角 

水の 中に 

もう 頭 

水 を かける 衣服が 

焦げ 散 つ て 

ない 

電線 材木 釘 硝子 片 

波打つ 瓦の 壁 

爪が 燃え 

力 力と 

力と，^ 



は ようばん 

せなかに 貼りつ いた 鉛の 溶鈑 

〈う： つ 二つ • う > 

すでに 火 

くろく 

電柱 も 壁土 も 

われた 頭に 噴き こむ 

火と 煙 

の 渦 

〈ヒロち やん ヒロち やん〉 

抑える 罰 力 

けつ めん 

あ 血 綿の 穴 



熱気に あぶり 出され 

のた うつ 癇 高い さけび 

もう ゆれる 炎の 道ば た 

タイ コの腹 を ふくらせ 

唇まで めくれた 

あかい 肉塊た ち 

足首 をつ かむ 

ずるり と剝 けた 手 

ころがった 眼で 叫ぶ 

白く 煮えた 首 

の" つし よ > つ 

手で 踏んだ 毛髪、 脳漿 



瞬間 燃え あがらせ 

1945, Aug. 6 

まひるの 中の 真 夜 

人間が 神に 加えた 

たしかな 火刑。 

この ニ仪 

ひろし まの 火光 は 

人類の 寝床に 映り 

歴史 はやが て 

すべ ての 神に 似る もの を 

待ち伏せる。 



めし 

熱に 追われた 盲い 

河原に 降りて よろめき 

よろめく 脚 を 

泥土に 奪われ 

たお 

仆れた 群に 

せき ぱく 

寂漠 とひろ しま は 燃え 

燃えく ず^' 

はや くれ 方の みち 汐 

、可 原に； ^はよ： hi 



タは 満ち 

手が 浸り 脚が 浸り 

むすうの 傷 穴から 海水が しみ 入りつつ 

動かぬ ものら 

ふ る 

顫える 意識の 暗黒で 

喪 われた もの を まさぐ る 神経が 

閃光の 爆 幕に 突き あたり 

もう 一 度 

しょうじん 

吻 i 尽 する 

巨大な 崩壊 を 潜り こえた 本能が 



手 脚の 浮動に ちぎれ 

くろこげ はりぎ 

河 中に 転落す る 黒 焦 の 梁木 に 

ゆらめく 生の 残像 

(嬰児と 共の 妻の ほほえみ 

あさげ 

透明な 産室 の 窓ぎ わ の 朝餉) 

そして 

硝子に えぐられた 双眼が 

ちうみ 

血膿と 泥と 

雲煙の 裂け 間 



ただ 思って いる 

あなたた ち はお もっている 

今朝が たまでの 父 を 母 を 弟 を 妹 を 

(いま 逢った つ て たれが あなたと しりえ よう) 

そして 眠り 起き ごはん をた ベた 家の こと を 

( 一 瞬に 垣根の 花 はちぎ れい ま は 灰の 跡 さえ わからな 

い) 

おもって いるお もっている 

つぎつぎと 動かなくなる 同類の あいだに はさまつ て 



腋毛と、 幼い 恥毛との 隈が、 入り乱れた 四肢と からだ 

の 歪んだ 線の くぼみに 動かぬ 陰影 をよ どませ、 鈍く し 

ろ い 眼 だけが その よどみに 細く とろけ 残る。 

ところどころに 娘 をみ つけた 父母が 跼ん でな にか を 

飲ませて い、 枕 もとの 金ダ ライに 梅干 をう かべた うす 

い 粥が、 蠅 のた まリ場 となって いる。 

飛行機に 似た 爆音が すると ギヨ ッと身 をよ じる みな 

の 気配の なかに 動かぬ 影と なって ゆく ものが またも ふ 

え、 その 影の そばで みつける K 夫人の 眼。 

三日め 



K 夫人の 容態、 呼吸 三 〇、 脈搏 一 〇〇、 火傷 部位、 

顔面 半ば、 背面 全面、 腰 少し、 両踵、 発熱 あり、 食慾 

皆無、 みんなの 狂 声 を 黙って 視 ていた 午前中の しろい 

ふる 

眼に 熱気が 浮いて、 糞尿 桶に またがり すがる 手の 慄ぇ。 

水の まして、 お茶の まして、 胡瓜 もみが たべたい、 と 

ゆうがた 錯乱し て ゆく - J とば。 

硫黄 島に 死んだ 夫の 記憶 は 腕から、 近所に 預けて 勤 

労 奉仕に 出て きた 幼児の 姿 は 眼の 中から くずれ 落ちて、 

ただ も だ 

爛れた 肉体から はずれて ゆく 本能の 悶え。 

四日め 



る 若い 工員が、 ほそぼそと 「君が代」 をうた う。 

「敵の Bgr が 何 だ、 われに 零戦、 はやて が ある I 

I 敵 はっけ あがって いる、 もうす こし、 みんなもう 

すこしの 辛 棒 だ —— 」 

と 絶え だえ の 熱い 息。 

しっかりしなさい、 眠ん なさい、 小母さんと 呼んで 

くれたら すぐ 来て あげる から、 と 隣 リの頭 を 布で 巻い 

た 片眼の 女が いざりよ つ て 声をかける。 

「小母さん？ おばさん じ やない、 お母さん、 おか あ 

さんだ！」 



きょう も 外の 空地に 積み あげた 死屍からの 煙が あがる。 

柱の 蔭から、 ふと 水筒 を ふる 手が あって、 

無数の 眼 玉が おびえて 重なる 暗い 壁。 

K 夫人 も 死んだ。 

—— 収容者な し、 死亡者 誰々 —— 

門前に 貼り 出された 紙片に 墨汁が 乾き 

むしりとられた 蓮の 花片が、 敷石のう えに 白く 散って 

いる。 



としとった お母さん 

ii つて はいけ ない 

としとった お母さん 

このままい つ てはいけ ない 

風に ぎい ぎい ゆれる 母子寮の かたすみ 

四畳半の が ら ん どうの 部屋 

みかん 箱の 仏壇の まえ 

たるんだ 皮と 筋 だけの 体 をよ こたえ 



あなた はまた 

かわいい 息子と 嫁と 

おもわ 

孫との 乾いた 面輪 を こちらに 向かせ 

話しつ づけて いるので はないだ ろうか 

仏壇の いろあせた 写真が 

かすかに ひわって 

ま ま え A て 

きのう 会社の ひとが 

ちょうど あなたの 

息子の 席が あった あたりから 



頑固な ほど 気丈 だ つ た あなたが 

根 もと だけにな つ た 電柱が 

、ふす、 <j すくす、 <j つ て 八る 14(- ま匸 

急に しゃがみ こんだ まま 

「ああ も、 ゥ A え 

もうた くさん じ や 

どうして わしら あこの ような 

つらい めにあわ にゃあな らんの か」 

おいおい 声 を あげて 

泣き だし 

灰の なかに 傘が 倒れて 



ほんとう 

なんという 奔騰！ 

もりあがり 逆巻き ゆれ かえしお し 上り 



赤 • 橙 • 紫- 

はるか 天頂で 真紅の 噴火。 

搏 ちあい、 

爆発し、 

渦巻き あが る 煙の 地殻の 裂 目から 

ふっとう 

.li メ 面へ 沸騰す る 



大気！ 

はじめて 地 をった う 

うめ ごう さくおん 

ひびき、 呻き、 轟炸 音！ 

ゥラニ ュ— ム U 一 ニニ 五 号 は 

予定され た ヒロシ マの 

上空 五 〇〇 来に 

人工の 太陽 を 出現 させ、 

午前 八 時 十五 分 は 

たしかに 

巿民を 



ひとしきり 

ひとしきり 

かって 人間だった 

生き ものの 行列。 

空 も 地 も 失われた 

熱風と 異臭の 空間 を 

七つに 潜り 流れる 

ゆるい 水の 移動。 

ご つ ご つと 

、<? よ 、ベよ と 

無限に つづく ものが 



湾口の 

島島に つきあたる。 

(ああ おれたち は 

魚で はない から 

黙って 腹 を かえす わけに は ゆかぬ、 

かんしょう 

ビキニ 環礁 が 噴き あげた 

何 万 トン かの 海水 を 映した の は 

塚 . 

羊 - 

猿- 



実験動物 たちの 

きょ とんと した 目 • 目 • 目 だ) 

日が 焼けつ く、 

雨が 滲み 入る、 

ひろい ひろい 瓦礫の 三 里 四方 

白骨と 煉瓦 屑 をなら して 

たしかに 

三尺ば かり 

高くな つた ヒロシ マ。 

死者 二 四 七、 〇〇〇。 



焼 煉瓦で 根本 を かこみ 

三尺たら ずの 木切れ を 立て 

割れた 竹筒が 花 もな くよりか か つてい る 

AB 広告社 

CD スク ー タ ー 商会 

それにす ごい 看板の 

広 島 平和 都市 建設 株式会社 

たちならんだ てんぷら 建築の 裏が 

みどりに 塗 つ た 



マ 杯テニ ス コ —！ ^に 通じる 道の 角 

積み 捨てられた 瓦と セメント 屑 

学校の 倒れた 門柱が 半ば うず もれ 

雨が 降れば 泥沼と なる その あたり 

もう 使えそう もない 巿営バ ラ ッ ク 住宅から 

赤 ン坊の なきごえが 絶えぬ その 角に 

君た ち は 立 つてい る 

だんだん 朽ちる 木に な つ て 

手 もな く 



よその 小 父ち やん は 逃げて いっただろう 

重い おもい 下敷きの 

熱い あつい 風の 

くらいく らい 息ので きぬと ころで 

(ああい つたい どんな わるい いたずら をした というの 

だ) 

やわらかい 手が 

ちいさな 類が 

石 や 鉄 や 古 い 材木の 下で 血 を 噴き 

どんなにた やすくつ ぶれた ことか 



向う の 原つ ぱに 

高く あたらしい 塀 をめ ぐらした 拘置所の 方へ 

戦争 をすまい、 といった からだと いう 人た ちが 

きょう もつな がれて ゆく この 道の 角 

ほんとうに なんと 不思議な こと 

君た ちの 兎の ような 耳に 

そぎ 屋根の 軒から 

雑音 まじりの ラジオが 

ど f に 何百 トン の 爆弾 を 落した とか 

原爆 製造の 予算が 何 億 ドルに ふやされた とか 



(な ァん だ！) という 顔で 

柵の 中 をの ぞいて ゆく 



きんこう 

自分の 均衡 をた しかめる ように 立 止り 

中折帽の 顔 だけ を 空の 光りへ 向け 

たえず 妻に 何 か を 訊ね かけて いるよう に 見えた 

さらに 数年、 ふたたび 北風の 街角で 向う から やってく 

る 

その 姿が あった 

それ は 背中 を 折り まげ 予備隊の 群 を さけながら 

おどろく ほど やつれた 妻の 胸に し つ かりと 片腕 を 支え 

られ 

直 (直に 虱に 向つ て 

问 かに 追い つこうと する ように 足早に 通つ ていった 



河の ある 屈景 

すでに 落日 は 都市に 冷い 

都巿は 入江の 奥に 橋 を 爪立た せて ひそまる 

ゆうぐ きはく 

夕 昏れる 住居の 稀薄の なかに 

うしな しゅうてん 

時 を 喪った 秋 天 のか けら を 崩して 

河流 は 北 EC 中 を そそけ だてる 

失われた 山脈 は みなかみに 雪 をかず いて 眠る 

みけん 

雪の 刃 は 遠くから 生活の 眉間に 光 を あてる 



夜の 町角 暁の 橋畔に 

リ つ しょう 

立哨 の 警官が うごめいて 

今日 を 迎えた 広 島の 

街の 真中 八丁 堀 交差点 

F デバ J ^の その かげ 

供養塔に 焼 跡に 

花 を 供えて 来た 市民た ちの 流れが 

忽ち 渦巻き 

汗に ひきつ つた 顎紐が 

群衆の 中に なだれこむ、 



霖 雨の 底で 

女の 瞳 は 莨 の 火よりも あかく 

あざ 

太股に 崩れる 痣 を かくさぬ 

ひろし まよ 

原爆が 不毛の 隆起 を 遺す おまえの 夜 

女 は 孕む こと を 忘れ 

うしな 

おれの 精虫 は 尻尾 を 喪 い 

きら 

ひろし まの 中の 煌めく 租借地 

比 治山 公園の 樹影 にみ) J もる 

原爆 傷害 調査 委員会の ァ ー チの 灯が 



離胎 する 高級車の テ— ル ライトに 

二 ュ— メキシコ 沙漠の 土民 音楽が にじむ 

夜霧よ 

(彼方 河岸の 窓の 額縁に 

のびあが つ て 花片 を 脱ぎ 

しべ をむ しり 

猫 族の おんな は 

ここで も 夜の なりわいに 入る) 

眼帯 を かけた 列車 を 憩わせる 駅の 屋上で 



, 血漿 を曳き 這いずり 

いま も あの 曰か ら遠ざ か リ なが ら 

何処 ともなく いざり 寄る ひろし まの 灯 

歴史の 闇に 

しずかに 低く 

ひろし まの 灯 は 溢れ 



巷に て 

おお そのもの 

遠ざかる 駅の 巡査 を 

車窓に 罵り あう ブロ ー 力 ー 女た ちの 怒り 

くらがりに かたま つ て 

きょ うせ い 

ことさらに 嬌声 を あげる しろい 女ら の 笑い 

«| 口 をお さえ もせず 血 をした たらせ 



病院 通い 

透明な Bg- の 影が 

いきなり 顔に 墜 ちかかった 

閃光の 傷痕 は 

瞼から 鼻へ 塊り ついて 

あなた は 

死ぬ まで 人に あわぬ という 

崩れる 家に もぎ とられた 

片腕で 編む 

生活の 毛糸 は 



どのような 血 のりを 

その 掌に 曳く のか 

風車が ゆるやかに 廻り 

菜園に 子供が あそぶ この 静かな 町 

いく 度 か 引返し 

今日 こそ あなた を 尋ね ゆく 

この 焼 跡の 道 

まち ゆう 

爬虫の ような 隆起と 

やわげ i 

柔毛 一 本 生えぬ てら てらの 皮膚が 



吐く 音の ない 炎の 汽笛 

列車が 一 散に 曳 きずって ゆく もの も カバ ー を かけた 

まう け 、- 

火の 包茎 

うみ 

女 はまた ぐらに 火の 膿 を 溜め 異人が 立 止って ライ 

ま 

タ ー の 火 を ふり 撒く と 

われが ち に ひろう 黒服の 乞食 ど も 

ああ あそこで モク ひろいの つかんだ 煙草 はま だ 火 を 

つけて いる 

ぼくら はい つも 炎の 景観に 棲む 

この 炎 は 消える ことがない 



どうした わけ か 君 だけ は 衣服 をつ け 

靴 も 片方 はいている、 

少し 煤けた 片頰に 髪 も ふさふさして 

爛れた あと も 血の いろ も 見えぬ が 

スカ —， ^風の もんぺ のうしろ だけが 

すつ ぼリ 焼けぬ け 

尻が まるく 現れ 

死の くるしみが 押し出した 少しの 便が 

ひからびて ついていて 

影 一 つない まひるの 日 ざしが 照し 出して いる 



2 

君のう ち は 宇 品 町 

日 清、 日露の 戦争 以来 

いつも 日本の 青年が、 銃 を もた され 

引き裂かれた 愛の 涙 を 酒と 一 緒に 枕に こぼし 

せんそう 

船倉に 積み こまれ 死にに いった 広 島の 港町、 

どぶのに おいの たちこめる 

ごみ ごみ 露路の 奥の 方で 

いもの 

母の ない あと 錶物 職人の 父さんと、 幼い 弟妹た ちの 母 



3 

そして 近づく 八月 六日、 

君 は 知って はいなかった、 

日本の 軍隊 は 武器 もな く 南の 島 や 密林に 

飢えと 病気で ちりぢり となり 

石油 を 失った 艦船 は 島 蔭に かくれて 動け ず 

国民 全部 は 炎の 雨 を 浴び ほう だ い 

すべ — 

ファシスト たち は 戦争 を やめる 術 さえ 知らぬ 



君 は 知って はいなかった 

ナチ を 破った ソヴェ —卜の 力が 

不可侵条約 不 延期の しらせ を も つ て 

帝国 日本の 前に 立ち塞が つたと き 

もう 日本の 降伏 は 時間の問題に すぎない と 

世界の まなこに 映って いたの を、 

君 は 知って はいなかった、 

ハ ー ケン クロイツの 旗が 折れ 

ベ ル リンに 赤旗が 早く も あがった ため 

三 力 月 後と きめられた ソヴヱ J ^の 参戦 日が 



歴史の 空に 大きく はためき かけた の を 

〈原爆 投下 は 急がれる 

その 日までに 自分の 手で 日本 を 叩きつ ぶす 必要 を感 

じる 

暗く みにくい 意志の もと 

その 投下 は 急がれる 

七月 十六 日、 ニュ— メキシコでの 実験より 

ソヴ ェ —„ ^の 参戦 日までに 

時間 は あまりに 僅かし かない！〉 



4 

あの まえの 晚 五日の 深夜、 広 島 を 焼き払う と 

空より 撒かれた 確かな 噂で 

周囲の 山 や 西瓜 畑に のがれ 夜 明し をした 巿民は 

吠え つづける サイレンに 脅かされながら も 

無事な 明け方に ほ つと して 家に 引返し 

のぞみの ない 今日の 仕事へ 出かけようと 町に 道路に 溢 

れ はじめた 

その 朝 八月 六日、 その 時間 



きみ は そのと き 思 つたろう か 

幼い ころの どぶ ぞいの ひまわりの 花 を 

はんえ リ 

母さんの 年に 一 度の 半襟の 香 を 

戦争が ひどくな つてからの 妹のお ねだり を 

倉庫の かげで 友達と つけて は 拭いた 口紅 を 

はきた か つ た 花模様の スカ —„ ^を、 

そして 思い もした ろうか 

此のな つかしい 広 島の、 広場に つづく 道が やがて ひろ 

げられ 

マッカ ー サ— 道路と 名づ けられ 

並木の 柳に 外国 兵に 体 を 売る 日本 女の ネッ カチ ー フが 



数年 あとで 原爆 三 号が 使われよ うとした 時 も 

ねらわれ たの はや はり 

顔の 黄色い 人種の 上だった という こと も、 

5 

ああ それ は 偶然で はない、 天災で はない 

人類 最初の 原爆 は 

ちみつ 

緻密な 計画と あくない 野望の 意志に よって 

東洋の 列島、 日本 民族の 上に 

閃光 一 閃 投下され 



この 屈辱 を どうしょう！ 

しゅ-つち 

すでに 君 は 羞恥 を 感ずる こ ともないが 

見た ものの 眼に 灼 きついて 時と 共に 鮮やかに 

心に 沁みる 屈辱、 

それ はもう 君 を はなれて 

日本人 ぜんたいに 刻み こまれた 屈辱 だ！ 

6 

われわれ はこの 屈辱に 耐えねば ならぬ、 

いつい つまで も 耐えねば ならぬ、 
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